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げ、1980 年代、1990 年代、2000 年以降という時間的経過とともに、各工業圏の比重が、いか
に推移したのかを分析している。
　大西論文では、内陸型都市で資源の乏しい地域の事例は、地域資源を有効に活用した内発型
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経済発展を目指す日本の産業の今後の方向性に少なからずの示唆を与える、との観点から京都
という地域に着目し、その産業の特徴、および競争力を生む中核的要素を抽出している。
　梅村論文は、地方自治体による産業集積振興上の課題を明らかにするものである。地方自治
体や都市型産業集積を対象に実施されたアンケート調査の分析等を通じて、域内の産業振興と
まちづくりに向けた政策の融合、地域における問題の共有化の促進、補完性の確保という観点
からの集積間連携の促進等を政策課題として指摘している。
　山口論文は、地方分権改革が大規模に進められてから 30 年近くを経たフランスにおける産
業クラスター政策を、その理念やツールに着目しながら分析している。フランス政府が外部機
関に委託した産業クラスター政策に対する評価資料を分析し、わが国の政策に対するインプリ
ケーションや集積活動における課題を示している。
　以上の執筆陣および論文により構成される今回の企画が、当該テーマに関わる多くの人々の
興味を刺激し、研究発展の一助となる事を願う。
